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2014年 3月 6日 

学校法人東北学院 

株式会社日立製作所 

 

東北学院が運営する幼稚園から大学までの各教育機関で利用する 

事務システムを統合しクラウド環境に移行 

IT リソースの最適化による効率的なシステム運用を実現し、BCP対策にも寄与 

 

学校法人東北学院(理事長：平河内 健治／以下、本学院)は、本学院が運営する幼稚園、中学

校、高等学校、大学(以下、各教育機関)で利用する事務システムを統合し、クラウド形態での利用を

実現する｢次期統合事務システム｣(以下、本事務システム)の本格運用を 4 月 1 日から開始します。

本学院は、株式会社日立製作所(執行役社長：中西 宏明／以下、日立)のクラウドソリューション

「Harmonious Cloud」のプライベートクラウドソリューションを活用して、敷地外のデータセンタに、こ

れまで各組織、各業務ごとに構築していたサーバを仮想化・統合するなどした IT 基盤｢総合情報基

盤システム｣を整備しました。この IT 基盤上に本事務システムを構築することで、IT リソースの最適

化や効率的なシステム運用を可能とするほか、万が一、普段業務を行っている建屋が被災した際は、

本学院内の他の安全な場所からも本事務システムが利用できるなど、BCP対策にも寄与します。 

 

本学院は、教育機関の競争が厳しさを増す中、積極的な業務改革を進めており、今回の一連の

システム刷新によって、IT コストの最適化や、大学をはじめとする各教育機関における教職員の事

務効率の向上、学生向けサービスの強化といった業務改善の実現を図ります。 

 

今回、本格運用を開始する本事務システムは大きく二つのシステムから構成されています。一つ

は、私学としては東北地方で最多となる約 12,000 人の学生が所属する東北学院大学(学長：松本 

宣郎)において、学生が行う履修登録や各種証明書の発行、教職員が行う学籍や成績の管理などの

業務に利用される教学系業務システムです。この教学系業務システムには、システム最適化と業務

変更への柔軟な対応を実現する日立の大学向け学務情報システム｢UNIPROVE/AS｣(ユニプルー

ブ/エーエス)をはじめとする｢UNIPROVE｣シリーズを採用しています。もう一つは別会社にて構築さ

れた各教育機関の財務会計や人事給与などの業務に利用される法人系業務システムです。 

 

本事務システム全体を支えるIT基盤｢総合情報基盤システム｣には、サーバやストレージなどに、

日立の高信頼プラットフォーム製品群を採用しています。また、｢総合情報基盤システム｣に、各シス

テム間で横断的に利用する学生や教職員の情報を一元管理する｢東北学院データベース(以下、

GDB)｣を構築しました。GDBに各システムごとに保有していたデータベースを統合し、必要となる共

通情報を取得することで、各システム間での情報の一貫性、整合性が確保できます。例えば、学生

の住所などをGDB上で更新すると、学生が発行する各種証明書や、教職員が管理する学籍情報に

新しい住所が反映されるなど、これまで発生していた複数のデータベースにおいて個別にデータを

更新する作業の手間が解消され、学生サービスの向上や効率的なシステム運用が可能となります。

加えて、これまで各システムごとに個別に管理していた利用者IDや認証システムなどを統一し、ITガ

バナンスの向上やセキュリティの強化を実現します。 



2 

■次期統合事務システムおよび総合情報基盤システムの概要図 

 

■学校法人東北学院について 

学校法人東北学院は明治 19(1886)年に仙台神学校として開設され、その後明治 24(1891)年に東

北学院と改称され今日に至っており、東北学院大学、東北学院中学校・高等学校、東北学院榴ケ岡

高等学校、東北学院幼稚園を合計して約15,000人の学生、生徒、園児が在籍しています。また、そ

の中で東北学院大学は現在、文学部、経済学部、経営学部、法学部、工学部、教養学部の 6 学部

と大学院を有しており、土樋、多賀城、泉の３つのキャンパスで合計約 12,000 人の学生が在籍して

います。 

福音主義キリスト教に基づく人格教育を展開し、これまでに約 17 万人もの卒業生を社会に送り出し

てきました。 

http://www.tohoku-gakuin.jp/ 

 

■東北学院大学に関するホームページ 

http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/ 

  

財務会計
人事給与など

データセンタ

学生や教員、職員はクラウド形態でシステムの利用が可能

次期統合事務システム

教学系業務システム 法人系業務システム

日立の構築・提供範囲

東北学院大学

学校法人東北学院

幼稚園など各教育機関

・次期統合事務システムの教学系業務システム
・総合情報基盤システム (東北学院データベースを含む)

大学向け学務情報システム

ＵＮＩＰＲＯＶＥ/ＡＳ
大学向け証明書自動発行システム

ＵＮＩＰＲＯＶＥ/ＳＳ

ブレードサーバ
｢ BS500｣

総合情報基盤システム

東北学院
データベース

(GDB)

ユニファイドストレージ
「Hitachi Unified
Storage 130」

大学向けポータルシステム

ＵＮＩＰＲＯＶＥ/ＰＴ

セキュリティを確保した専用回線

http://www.tohoku-gakuin.jp/
http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/
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■「UNIPROVE」シリーズについて 

「UNIPROVE」シリーズは、部門ごとの業務効率化などシステムの部分最適ではなく、全学規模の

ニーズや変化に対応できるシステムの全体最適をめざしたソリューションコンセプトである日立の大

学向け情報システムソリューション「IT Solution for Campus」に基づき、開発された製品群です。 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/app/campus/index.html 

 

■日立クラウドソリューション｢Harmonious Cloud｣について 

http://www.hitachi.co.jp/cloud/ 

 

■他社所有商標に関する表示 

・VMware、VMware vSphereは、米国およびその他の地域における VMware, Inc. の登録商

標または商標です。 

・その他、記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

学校法人東北学院 

東北学院大学情報システム部情報システム課 

〒980-8511 宮城県仙台市青葉区土樋一丁目 3番 1号 

 

株式会社日立製作所 情報・通信システム社 公共システム営業統括本部 

カスタマ・リレーションズセンタ [担当：西本、佐々木] 

〒136-8632 東京都江東区新砂一丁目 6番 27号 新砂プラザ 

URL： http://www.hitachi.co.jp/pchannel-inq/ 

 

以上 

  

http://www.hitachi.co.jp/cloud/
http://www.hitachi.co.jp/pchannel-inq/
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■次期統合事務システムの教学系業務システムで採用した｢UNIPROVE｣シリーズ 

製品名 主な機能 

大学向け学務情報システム｢UNIPROVE/AS｣ 
学生の学籍や履修、成績、時間割といった学務情報や、進

路、奨学金の情報などを一元管理 

大学向けポータルシステム｢UNIPROVE/PT｣ 
学内のさまざまなシステムで提供するサービスに学生や 

教職員がアクセスできるポータルシステムを提供 

大学向け証明書自動発行システム｢UNIPROVE/SS｣ 学生へ各種証明書を発行するサービスを提供 

 

■次期統合事務システムおよび総合情報基盤システムの特徴 

1. ITリソースの最適化による効率的なシステム運用を実現 

総合情報基盤システムは、日立の統合サービスプラットフォーム「BladeSymphony」のブレードサ

ーバ｢BS500｣を用い、｢VMware vSphere ®｣によってサーバ環境を仮想化しています。これにより、

例えば、学生の履修登録が集中する4月に、履修登録用の処理サーバに他の業務システムのサー

バリソースを割り当てるなど、繁忙期に合わせて必要な業務にITリソースを割りふることが可能となり、

ITリソースの最適化による効率的なシステム運用を実現できます。 

 

2. 柔軟なシステム対応とシステムの最適化を実現 

学籍・履修・成績管理など大学の基幹業務に利用する｢UNIPROVE/AS｣は、システム内の処理

単位を3層構造に分けて行う独立性の高いアーキテクチャを採用しています。これにより、大学内に

おいて業務変更にともなうシステム改修を行う際は、改修するプログラム層が限定されるためシステ

ム全体への影響が最小に抑えられるほか、改修作業の手間を低減するなど、大学の業務変更に対

して柔軟な対応が可能です。さらに｢UNIPROVE/AS｣はSOA*に基づくシステム設計により、各シス

テムで提供するさまざまなサービスとの相互連携が可能となります。また、｢GDB｣とも連携することで、

これまで重複していた学生情報の管理や処理を一元化し、大学内のシステムの最適化を実現しま

す。 

 
*SOA(Service Oriented Architecture)： サービス指向アーキテクチャ 

 

添付別紙 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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